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に
示
さ
れ
た
。

「
行
政
に
よ
る
都
道
府
県
別
の
生
産
数
量

目
標
等
の
配
分
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、

国
が
策
定
す
る
米
穀
の
需
給
の
見
通
し
等

の
情
報
を
踏
ま
え
つ
つ
、
生
産
者
や
集
荷

業
者･

団
体
が
中
心
と
な
っ
て
円
滑
に
需

要
に
応
じ
た
生
産
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
水
田
の
有
効
活
用
に
よ
り
自
給
率
向

上
を
図
る
た
め
、主
食
用
米
の
需
要
拡
大
、

米
粉
用
米
や
飼
料
用
米
等
の
生
産
・
利
用

の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
」

都
道
府
県
別
の
生
産
数
量
目
標
等
の
配

分
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
国
の
基
本
方
針
が
示
す
、

需
要
実
績
、
需
要
見
通
し
（
推
計
値
）、

需
給
見
通
し
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
、
都

道
府
県
が
「
生
産
目
安
」
を
新
た
に
策
定
、

市
町
村
を
通
じ
て
、
集
落
、
生
産
者
に
配

分
し
て
い
く
都
道
府
県
主
体
の
減
反
の
仕

組
み
に
移
行
し
た
。

平
成
30
年
産
問
題
の
説
明
が
長
く
な
っ

た
。
中
間
総
括
の
結
論
を
先
に
示
し
て
お

こ
う
。
ま
る
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
相

も
変
わ
ら
ぬ
補
助
金
で
誘
導
す
る
減
反
強

化
路
線
。
変
化
の
兆
し
を
み
せ
た
の
は
増

反
組
と
減
反
組
の
二
極
分
化
傾
向
が
よ
り

鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
だ
。
後
者
の

説
明
か
ら
始
め
た
い
。

東
北
か
ら
九
州
へ
向
か
う 

米
輸
送
ト
ラ
ッ
ク

増
反･

減
反
組
の
二
極
分
化
傾
向
と
い

う
事
態
は
、
あ
る
か
な
と
何
と
な
く
思
っ

て
い
た
が
、
あ
ら
た
め
て
統
計
資
料
で
確

認
す
る
と
、
想
定
以
上
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ

っ
た
。
統
計
部
作
成
の
水
稲
収
穫
量
調
査

で
18
年
産
の
ビ
フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
を
比

較
し
て
み
た
。
増
反･

減
反
の
傾
向
を
つ

か
む
に
は
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
で
の

比
較
が
よ
り
ク
リ
ア
な
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
ビ
フ
ォ
ー
（
17
年
産
）
と
ア

フ
タ
ー
（
19
年
産
）
の
比
較
結
果
は
次
ペ

ー
ジ
表
１
の
通
り
だ
。

増
反
組
の
筆
頭
格
は
６
５
０
０
ha
の
新

潟
。
逆
に
減
反
組
は
１
３
０
０
ha
の
鹿
児

島
が
筆
頭
格
。
わ
ず
か
２
年
で
こ
れ
だ
け

シ
ャ
ー
プ
に
二
極
分
化
す
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
。
全
国
ベ
ー
ス
で
は
増
反
９

０
０
０
ha
。
新
潟
の
断
ト
ツ
ぶ
り
が
こ
れ

で
お
分
か
り
い
た
だ
け
よ
う
。
水
稲
単
作

地
帯
の
東
北
６
県
も
軒
並
み
増
反
に
転
じ

た
。
秋
田
の
５
４
０
０
ha
は
新
潟
に
次
ぐ

数
字
。

国
に
よ
る
減
反
の
締
め
付
け
が
厳
し
か

っ
た
時
代
に
も
、
新
潟
・
秋
田
両
県
は
、 

 

減
反
破
り
の
常
習
犯
＂
だ
っ
た
。
国
に

よ
る
減
反
枠
の
配
分
が
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
助
走
か
ら
い
き
な
り
ス
タ
ー
ト

･

ダ
ッ
シ
ュ
の
モ
ー
ド
に
ギ
ヤ･

チ
ェ
ン

国
が
減
反
事
務
か
ら
手
を
引
い
た
「
平

成
30
年
産
問
題
」

―
生
産
数
量
目
標
の

国
に
よ
る
都
道
府
県
へ
の
配
分
、
分
か
り

や
す
く
い
え
ば
、
減
反
枠
の
配
分
を
２
０

１
８
（
平
成
30
）
年
産
で
や
め
た
こ
と
で

あ
る
。
20
年
産
で
３
年
目
を
迎
え
る
。
ま

る
で
変
化
の
な
か
っ
た
も
の
と
、
変
化
の

兆
し
が
み
え
て
き
た
も
の
が
あ
る
。
中
間

総
括
し
て
み
た
い
。

19
年
11
月
に
示
さ
れ
た
20
年
産
「
米
穀

の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本

方
針
」（
基
本
方
針
）で
説
明
し
て
み
た
い
。

そ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
、
①
18
〜
19
年
の

需
要
実
績
、
②
全
国
の
19
〜
20
年
及
び
21

年
の
需
要
見
通
し
（
推
計
値
）、
③
19
〜

20
年
及
び
20
〜
21
年
の
需
給
見
通
し
、
の
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土門 剛 どもん　たけし

国
に
よ
る
減
反
枠
配
分
が
な
く
な
っ
て

変
わ
っ
た
こ
と
、変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と

３
点
。

18
年
産
ま
で
は
、
こ
れ
ら
３
点
を
踏
ま

え
て
最
後
に
「
都
道
府
県
別
の
生
産
数
量

目
標
（
需
要
量
に
関
す
る
情
報
）
及
び
自

主
的
取
組
参
考
値
に
関
す
る
事
項
」
と
い

う
項
目
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
生
産
数
量
目

標
の
都
道
府
県
へ
の
配
分
の
こ
と
だ
っ

た
。
18
年
産
に
向
け
た
17
年
11
月
の
基
本

方
針
で
、
こ
の
項
目
が
排
除
さ
れ
た
。

18
年
産
以
降
の
生
産
調
整
の
取
り
組
み

は
、
19
年
11
月
の
基
本
方
針
で
次
の
よ
う

″
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は
、西
日
本
産
地
が
飼
料
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
稲

発
酵
粗
飼
料
）、
加
工
用
米
な
ど
の
生
産

に
ド
ラ
イ
ブ
を
か
け
、
主
食
用
米
が
不
足

す
れ
ば
、
東
日
本
産
地
か
ら
の
調
達
で
間

に
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
構
図
だ
。

九
州
は
熊
本
を
除
く
６
県
が
ト
ー
タ
ル

で
３
８
０
０
ha
の
減
反
。
熊
本
の
み
が
わ

ず
か
１
０
０
ha
の
増
反
。
６
県
の
減
反
分

は
飼
料
用
米
か
Ｗ
Ｃ
Ｓ
な
ど
新
規
需
要
米

の
生
産
に
切
り
替
え
て
い
る
。
畜
産
や
酪

農
が
強
い
と
い
う
産
地
事
情
も
あ
る
が
、

飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
へ
の
切
り
替
え
は
や

や
常
軌
を
逸
し
た
感
が
な
く
は
な
い
。

そ
の
根
拠
は
県
産
主
食
用
米
の
自
給
率

だ
。
19
年
産
の
収
穫
量
確
定
値
を
、
基
本

方
針
が
示
し
た
１
人
当
た
り
年
間
消
費
量

（
58
㎏
）
に
人
口
を
掛
け
た
数
字
で
割
っ

て
み
た
。
九
州
７
県
で
主
食
用
米
を
自
給

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
は
、
福
岡

と
鹿
児
島
の
２
県
。
福
岡
は
53
・
６
％
と

い
う
驚
き
の
自
給
率
だ
っ
た
。
鹿
児
島
は

19
年
産
で
主
食
用
米
の
自
給
が
崩
れ
て
し

ま
っ
た
。

鹿
児
島
に
は
、
自
民
党
農
林
部
会
長
の

野
村
哲
郎
参
院
議
員
が
い
る
。
小
泉
進
次

郎
衆
院
議
員
か
ら
引
き
継
い
で
３
期
目
。

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
農
協
中
央
会
常
務
か
ら
政

界
入
り
。
永
田
町
で
の
農
協
組
織
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
。
野
村
氏
に
聞
い
て
み

た
い
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
主
食
用
米

の
自
給
が
可
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
な
ど
の
増
産
に
踏
み

切
っ
た
結
果
、
輸
送
費
な
ど
で
コ
ス
ト
が

高
く
な
っ
た
米
を
鹿
児
島
県
民
に
押
し
つ

け
て
い
る
こ
と
へ
の
感
想
だ
。

最
近
は
、
南
東
北
か
ら
九
州
方
面
へ
向

か
う
主
食
用
米
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
急

激
に
増
え
て
い
る
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
た
東
日
本
産
地
が
ま
す
ま
す
増
産
に

ジ
で
き
た
よ
う
だ
。

３
番
手
グ
ル
ー
プ
は
、
各
１
３
０
０
ha

増
反
し
た
岩
手
、
宮
城
、
栃
木
の
３
県
。

岩
手
と
宮
城
は
、
全
国
的
に
も
農
協
の
シ

ェ
ア
が
高
い
。
岩
手
に
至
っ
て
は
農
協
主

導
の
集
落
営
農
組
織
天
国
だ
。
こ
の
両
県

が
増
反
３
番
手
に
つ
け
た
と
い
う
の
は
、

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
全
中
）
主

導
の
減
反
の
枠
組
み
に
軋
み
が
出
て
き
た

兆
候
だ
。
農
協
組
織
崩
落
の
「
夜
明
け
も

近
い
」
の
兆
し
と
も
受
け
取
れ
る
。

一
方
の
減
反
組
。
主
食
用
米
産
地
間
競

争
で
の
負
け
組
と
い
う
呼
び
方
を
し
た
方

が
よ
い
。
近
畿
地
方
以
西
の
西
日
本
は
軒

並
み
討
ち
死
に
状
態
だ
。
西
日
本
２
府
20

県
の
減
反
組
は
面
積
ト
ー
タ
ル
で
約
８
２

０
０
ha
に
な
る
。
全
国
ベ
ー
ス
で
の
増
反

９
０
０
０
ha
と
ほ
ぼ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る

勘
定
だ
。

こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
浮
か
ん
で
く
る
の

ド
ラ
イ
ブ
を
か
け
て
く
る
こ
と
が
容
易
に

想
像
で
き
る
。

減
反
強
化
の
基
本
方
針
こ
そ

高
値
米
価
の
元
凶
だ

ま
る
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の

は
、
基
本
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
需
給

見
通
し
の
数
字
で
予
想
収
穫
量
の
数
字
が

相
変
わ
ら
ず
甘
い
こ
と
だ
。
予
想
収
穫
量

が
実
態
よ
り
高
目
に
出
て
く
る
。
高
目
に

出
る
と
減
反
拡
大
の
根
拠
に
使
わ
れ
る
。

こ
れ
は
農
水
省
統
計
部
の
領
域
だ
。
19

年
産
か
ら
の
作
況
統
計
を
見
直
し
た
が
、

結
果
が
つ
い
て
き
て
い
な
い
と
い
う
印
象

が
強
い
。
歩
留
ま
り
分
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

な
ど
算
定
式
を
修
正
し
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
算
定
式
に
投
入
す

る
デ
ー
タ
が
甘
け
れ
ば
、
正
し
い
結
果
を

導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
そ
の

点
は
今
後
の
宿
題
と
し
て
残
っ
た
。

表 1：平成 30 年産問題のビフォー & アフター
　　　（都道府県別作付面積、単位：ha）

2019 年産 2017 年産 増　減

全　国 1,379,000 1,370,000 9,000 

北海道 97,000 98,600 ▼ 1,600 

青　森 39,200 38,000 1,200 

岩　手 48,300 47,000 1,300 

宮　城 64,800 63,500 1,300 

秋　田 74,900 69,500 5,400 

山　形 56,900 56,400 500 

福　島 60,400 59,900 500 

茨　城 66,400 66,400 ―

栃　木 54,900 53,600 1,300 

群　馬 13,600 13,900 ▼ 300 

埼　玉 30,900 30,700 200 

千　葉 53,700 53,300 400 

東　京 129 141 ▼ 12 

神奈川 3,040 3,090 ▼ 50 

新　潟 106,800 100,300 6,500 

富　山 33,300 33,300 ―

石　川 22,700 23,200 ▼ 500 

福　井 23,600 23,300 300 

山　梨 4,810 4,880 ▼ 70 

長　野 30,900 31,300 ▼ 400 

岐　阜 21,400 21,500 ▼ 100 

静　岡 15,600 15,600 ―

愛　知 26,600 26,600 ―

三　重 26,900 26,800 100 

滋　賀 30,200 30,000 200 

京　都 13,800 14,100 ▼ 300 

大　阪 4,850 5,150 ▼ 300 

兵　庫 35,300 35,100 200 

奈　良 8,450 8,580 ▼ 130 

和歌山 6,360 6,560 ▼ 200 

鳥　取 12,600 12,400 200 

島　根 16,900 17,200 ▼ 300 

岡　山 29,300 29,100 200 

広　島 22,200 23,100 ▼ 900 

山　口 18,400 19,300 ▼ 900 

徳　島 11,000 11,300 ▼ 300 

香　川 12,000 12,800 ▼ 800 

愛　媛 13,500 13,900 ▼ 400 

高　知 11,300 11,500 ▼ 200 

福　岡 34,500 35,100 ▼ 600 

佐　賀 23,700 24,400 ▼ 700 

長　崎 11,300 11,600 ▼ 300 

熊　本 32,300 32,200 100 

大　分 20,400 20,900 ▼ 500 

宮　崎 14,600 15,000 ▼ 400 

鹿児島 18,300 19,600 ▼ 1,300 

沖　縄 665 727 ▼ 62 
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需
給
見
通
し
が
、
そ
の
策
定
過
程
で
自
民

党
農
林
部
会
と
事
前
の
す
り
合
わ
せ
を
し

て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
明
確
な
ル
ー
ル

違
反
に
な
る
。
ど
の
法
律
に
触
れ
る
か
は

さ
て
お
き
、
こ
れ
は
絶
対
に
フ
ェ
ア
な
こ

と
で
は
な
い
。
米
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
伸
び
な

い
の
は
、
こ
う
い
う
ア
ン
フ
ェ
ア
な
こ
と

が
横
行
し
て
い
る
か
ら
だ
。

農
水
省
が
需
給
見
通
し
を
策
定
す
る
際

に
、
一
連
の
情
報
は
農
林
部
会
か
ら
全
中

に
筒
抜
け
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
後
に
公
表
さ
れ
る
基
本
方

針
に
、
農
協
だ
け
が
対
応
可
能
に
な
る
。

こ
こ
が
フ
ェ
ア
で
な
い
と
い
う
理
由
だ
。

公
表
前
に
情
報
を
得
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
減
反
助

成
金
、
水
田
利
活
用
の
各
種
交
付
金
情
報

を
い
ち
早
く
入
手
で
き
、
そ
れ
に
対
応
し

た
作
付
準
備
態
勢
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
。
農
林
部
会
と
事
前
に
す
り
合
わ
せ
を

し
て
い
る
状
況
証
拠
は
あ
る
。

分
か
り
や
す
い
の

は
19
年
11
月
の
食
糧

部
会
か
。
議
論
に
入

っ
て
す
ぐ
に
大
橋
弘

部
会
長
（
東
京
大
学

公
共
政
策
大
学
院
教

授
）
が
、
基
本
見
通

し
の
需
給
見
通
し
に

つ
い
て
の
意
見
を
求

め
る
の
に
、「
そ
れ

で
は
金
井
委
員
か
ら

も
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
大
幅
増
加
で
地

域
的
に
せ
よ
シ
ョ
ー
ト
し
て
価
格
が
さ
ら

に
高
騰
し
た
場
合
、
誰
が
責
任
を
取
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
基
本
方
針
が
、生
産
第
一
、

需
要
第
二
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実
態
を
反
映
し
な
い
需

給
見
通
し
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
米
消
費

の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
減
反
拡
大
、
そ
し

て
米
価
の
高
値
安
定
だ
。
そ
の
米
の
三
重

苦
を
示
し
た
の
が
表
２
。
相
対
取
引
価
格

と
は
全
農
や
卸
な
ど
１
１
０
〜
１
２
０
社

と
価
格
交
渉
し
た
結
果
の
数
字
だ
。
供
給

量
と
需
要
量
が
実
態
以
上
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
、
価
格
の
高
値
安
定
と
い
う
結

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

事
前
打
ち
合
わ
せ
で 

補
助
金
情
報
筒
抜
け

国
が
示
す
基
本
方
針
で
腑
に
落
ち
な
い

こ
と
が
ひ
と
つ
あ
る
。
基
本
方
針
が
示
す

う
み
て
も
需
要
が
増
え
る
要
素
は
皆
無
。

最
初
か
ら
結
果
が
み
え
て
い
る
よ
う
な
も

の
だ
。

民
間
で
は
、
需
給
見
通
し
を
立
て
る
の

に
、
あ
る
意
味
、
こ
ん
な
自
虐
的
な
需
要

見
通
し
の
算
定
式
は
絶
対
に
使
わ
な
い
。

需
要
増
加
要
因
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
需
給

見
通
し
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
が

働
く
か
ら
だ
。
も
し
増
加
要
因
を
無
視
し

て
、
価
格
上
昇
を
招
い
た
り
品
不
足
を
引

き
起
こ
し
て
顧
客
に
迷
惑
を
か
け
た
り
し

た
ら
、
即
、
経
営
陣
は
責
任
を
と
ら
さ
れ

て
し
ま
う
。

こ
の
夏
に
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
オ
リ
パ
ラ
）

が
あ
る
。
海
外
か
ら
の
オ
リ
パ
ラ
観
戦
客

が
口
に
す
る
の
は
、
19
年
産
米
だ
。
立
派

な
需
要
増
加
要
因
だ
。
こ
れ
が
19
年
産
米

の
需
給
見
通
し
に
反
映
さ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
。

オ
リ
パ
ラ
客
を
含
め
た
20
年
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の
増
加
見
込
み
は
半
端
な
数
字

で
は
な
い
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
19
年
12
月
に
公
表

し
た
最
新
数
字
で
３
４
３
０
万
人
だ
っ

た
。
前
年
比
７
・
９
％
増
に
な
る
。
そ
こ

で
19
年
産
の
基
本
方
針
や
食
糧
部
会
議
事

録
に
目
を
通
し
て
み
た
。
需
給
見
通
し
に

反
映
さ
れ
て
は
い
な
い
。
議
事
録
で
は
、

軽
い
話
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
急
増
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
米
消
費
に
与
え
る
影
響

な
ど
需
給
の
核
心
部
分
に
触
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

主
食
用
米
の
生
産
は
、
新
食
糧
法
に
切

り
替
わ
っ
て
も
、
旧
食
糧
管
理
制
度
下
の

計
画
生
産
の
ス
タ
イ
ル
を
引
き
ず
っ
て
い

る
。
基
本
方
針
は
、
い
ま
も
生
産
に
つ
い

て
の
計
画
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の

だ
。
具
体
的
に
は
、
需
要
見
通
し
の
ス
タ

ー
ト
を
７
月
に
し
て
、
新
米
が
出
回
る
端

境
期
の
６
月
を
エ
ン
ド
に
す
る
。
こ
の
サ

イ
ク
ル
で
需
給
が
ゼ
ロ･
ア
ジ
ャ
ス
ト
に

な
る
よ
う
に
需
給
見
通
し
を
策
定
し
て
い

る
こ
と
だ
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
19
年
11
月
基
本
方
針

で
示
さ
れ
た
需
給
見
通
し
が
実
態
に
沿
っ

た
も
の
か
ど
う
か
分
析
し
て
み
た
い
。

供
給
量
は
、
統
計
部
が
作
成
す
る
主
食

用
米
の
収
穫
量
の
数
字
が
使
わ
れ
る
。
先

に
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
の
数
字
は
実
態

よ
り
高
目
に
出
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。
19

年
産
は
７
２
６
万
ｔ
だ
っ
た
。
算
定
根
拠

は
、
全
国
の
10
ａ
当
た
り
収
量
が
５
２
８

㎏
（
１
・
７
㎜
の
ふ
る
い
目
幅
ベ
ー
ス
）、

平
年
収
量
は
前
年
産
に
比
べ
１
㎏
減
少
の

５
３
３
㎏
、
作
況
指
数
は
「
99
と
な
る
見

込
み
」と
い
う
19
年
12
月
公
表
の
数
字
だ
。

需
要
量
は
、
算
定
式
か
ら
し
て
少
な
め

に
出
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。
基
本
は
、
人

口
に
１
人
当
た
り
米
消
費
量
を
掛
け
る
こ

と
だ
。
こ
の
算
定

式
だ
と
、
人
口
減

と
高
齢
化
進
行
と

い
う
現
実
が
あ
れ

ば
、
ど
こ
か
ら
ど

表 2：需給見通しこそ高米価を招く

年
産

相対取引 
価格

（円）

主食用米

需要量 
（万ｔ ）

生産量
（万ｔ）  

作況
指数

19 15,727 735 727 99 

18 15,686 740 733 98 

17 15,595 754 731 100 

16 14,307 766 750 103 

15 13,175 783 744 100 

14 11,967 787 788 101 

13 14,341 781 818 102 

12 16,501 813 821 102 

11 15,215 820 813 101 

10 12,711 814 824 98 

09 14,470 824 831 98 

08 15,146 855 866 102 

07 14,164 837 854 99 

06 15,203 852 840 96 
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お
願
い
致
し
ま
す
」
と
、
な
ぜ
か
全
中
の

金
井
健
常
務
理
事
を
指
名
し
て
き
た
。
同

じ
こ
と
は
前
年
も
あ
っ
た
。
回
答
も
「
特

に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
同
じ
。

議
事
録
を
読
ん
で
い
て
、
基
本
方
針
は

農
協
か
ら
異
論
が
出
な
い
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
る
な
と
確
信
し
た
。
金
井
委
員
の
そ

の
後
に
続
く
発
言
は
、
事
前
打
ち
合
わ
せ

説
を
裏
付
け
る
。
19
年
11
月
の
食
糧
部
会

で
は
、
基
本
方
針
が
示
し
た
20
年
産
の
減

反
方
針
に
つ
い
て
「
麦
、
大
豆
、
飼
料
用

米
を
し
っ
か
り
作
付
け
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
最
も
肝
要
」
と
前
置
き
し
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
そ
れ
（
減
反
強
化
）
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
大
変
な
問
題
で
あ
り
ま
し

て
、
昨
年
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い

う
か
、
今
年
も
な
か
な
か
理
解
を
得
ら
れ

な
い
部
分
も
多
々
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
わ
け
で
あ
り
、
し
っ
か
り
地
域
で
取
り

組
み
や
す
い
よ
う
な
形
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。
こ
の
後
、
予
算
対
策

に
も
な
っ
て
く
る
け
れ
ど
も
、
水
田
フ
ル

活
用
に
関
す
る
交
付
体
系
や
予
算
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
単
価
も
含
め
て
確
保
し
て

い
た
だ
き
た
い
」

食
糧
部
会
の
主
役
は
、
全
中
が
送
り
出

し
た
金
井
委
員
だ
。
全
中
の
描
い
た
シ
ナ

リ
オ
通
り
に
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
全
中
予
算
陳
情
が
始
ま
る

と
い
う
図
式
で
あ
る
。

そ
し
て
年
末
の
概
算
要
求
に
し
っ
か
り

と
反
映
さ
れ
た
。
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
が
前
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
た
。
飼

料
用
米
や
米
粉
用
米
に
は
複
数
年
契
約
を

条
件
に
し
て
さ
ら
な
る
増
産
を
目
指
す
。

新
た
に
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成
と

い
う
補
助
金
も
新
設
。
野
菜
な
ど
に
転
作

し
た
ら
10
ａ
２
万
円
の
補
助
金
を
５
年
間

助
成
す
る
も
の
だ
。
い
ず
れ
も
全
中
の
要

望
に
応
え
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
だ
け
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
て

い
れ
ば
、
誰
し
も
農
協
の
米
事
業
は
、
組

合
員
の
強
い
支
持
を
得
て
、
さ
ぞ
か
し
盤

石
だ
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
ど
れ
だ
け
盤

石
か
検
証
し
て
み
よ
う
。
農
水
省
「
米
を

め
ぐ
る
関
係
資
料
」
に
は
、
い
つ
の
時
代

か
ら
か
米
流
通
に
お
け
る
農
協
の
シ
ェ
ア

が
分
か
る
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
19
年
11
月
版
で
は
、
全
国
の
生

産
者
が
17
年
に
生
産
し
た
７
８
２
万
ｔ
の

う
ち
農
協
に
出
荷
し
た
の
は
３
３
５
万

ｔ
。
シ
ェ
ア
に
し
て
42
・
８
％
だ
っ
た
。

手
許
に
07
年
の
資
料
が
あ
っ
た
。
こ
の

年
は
８
７
１
万
ｔ
の
生
産
に
対
し
農
協
へ

の
出
荷
は
３
７
８
万
ｔ
。
シ
ェ
ア
に
し
て

43
・
４
％
。
17
年
産
と
比
較
す
る
と
シ
ェ

ア
的
に
は
微
減
だ
が
、
５
割
の
大
台
割
れ

に
は
変
わ
り
が
な
い
。
農
協
系
・
商
人
系

と
い
う
括
り
な
ら
、
農
協
系
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
少
数
派
に
な
る
。
政
治
家
を
使
っ

て
米
政
策
を
差
配
し
て
も
こ
の
程
度
の
シ

ェ
ア
し
か
持
て
な
い
の
で
あ
る
。
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